
 

今回
こんかい

はラオデキアの街
まち

の人
ひと

たちのお話
はなし

です。 

 むかし、ラオデキアという街
まち

がありました。 

ラオデキアの街
まち

はとてもお金
かね

もちでした。銀行
ぎんこう

にはお金
かね

がたくさんありま

したし、羊
ひつじ

の毛
け

はとても高
たか

くうれました。ラオデキアの目薬
めぐすり

は良
よ

くきく

のでみんなが高
たか

いお金
かね

をだして買
か

いにきました。 

 だからラオデキアの人
ひと

たちはお金持
か ね も

ちで、大地震
おおじしん

がきて街
まち

がこわれてし

まっても困
こま

りませんでした。お金
かね

があったからすぐに街
まち

は元通
もとどお

りになりま

した。 だからラオデキアの人
ひと

たちは「私
わたし

たちはしあわせだ。お金
かね

もち

だし、りっぱな服
ふく

をきて、何
なん

でも知
し

っている」とおもっていました。 

でも神様はこれを良
よ

いこととはおもいませんでした。なぜなら、ラオデ

キアの人
ひと

たちは神様
かみさま

にお祈
いの

りしなくなっていたからです。 

神様
かみさま

はラオデキアの人
ひと

たちをしかりました。 

「あなたたちはお金
かね

があるから、りっぱな服
ふく

をきている。何
なん

でも知
し

ってい

るとおもっているが、じつはまずしくて、はだかでなにも見
み

えていない」 

  お金
かね

があればしあわせになれるというかんがえかたは、神様
かみさま

から私
わたし

た

ちを遠
とお

ざけ、お祈
いの

りすることを忘
わす

れてしまうのです。私
わたし

たちはいつも神様
かみさま

に祈
いの

り、かんしゃしていることが大切
たいせつ

なのです。 

 その後
ご

、ラオデキアの人
ひと

たちは、神様
かみさま

の言
い

いつけを聞
き

いて幸
しあわ

せに暮
く

ら

したようです。 

 

 

 

「わたしは愛
あい

する者
もの

を皆
みな

、叱
しか

ったり、鍛
きた

えたりする。 

だから熱心
ねっしん

に努
つと

めよ、悔
く

い改
あらた

めよ」 
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